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報道関係各位 
 

2022 年 5 月 19 日 

株式会社ソリトンシステムズ 

 
 

中部国際空港において貨物牽引車の遠隔運転  

実証実験を 5 月 23 日から開始 

－ 日本航空の車両（トーイングトラクター）を、名古屋市内から遠隔運転 － 

 

 

株式会社ソリトンシステムズ（代表取締役社長：鎌田信夫、以下ソリトン）は、日本

航空株式会社（以下 JAL）及び中部スカイサポート株式会社（以下 CSS）の協力の

下、中部国際空港の制限区域内においてトーイングトラクター(※1)に対する遠隔運

転の実証実験を本年 5 月 23 日から実施します。 

 

使用するトーイングトラクターは、JAL が現在運用中の車両をベースに、今般ソリト

ンが開発した遠隔運転操縦システム（以下遠隔システム）を搭載したものです。名古

屋市内に設置したソリトンの遠隔センターから、中部国際空港内での運転資格を有す

る CSS の社員が、遠隔でこの車両の運転操作に当たります。 

車両と遠隔センター間の回線には、通信会社が異なる 3 回線の商用 LTE/４G 回

線を用い、映像通信の高安定と超短遅延を可能とする映像伝送装置 Smart-

telecaster™ Zao シリーズ(※2)を使用します。 

 

貨物牽引車の空港内運用における生産性向上を目指す取り組みとして、これま

で、主に自律型の自動運転車両に関する実証実験が各地の空港で実施されていると

ころです。 

今回の実証実験では、障害物検知警告等の機能を具備した遠隔システムにより、

空港外の運転者が空港内の当該車両の走行状態、周辺状況を認知・判断して遠隔

から運転操作を実施します。 

本システムは、ソリトンがこれまで公道等での実証実験を通じて培ってきた遠隔運

転並びに遠隔型自動運転の技術（※3）を、空港内制限区域のような特殊な環境での

特別な用途を目的とするトーイングトラクターに向けて応用開発したものです。 

 

ソリトン並びに協力会社は、実証実験を通して遠隔による運転操作の実効性及び

走行安全性の評価、確認を行い、トーイングトラクターの空港内運用における生産性

の向上に資する役割を検証、確認します。 

また、その成果に基づき、今後は自動運転機能との相互補完を含む遠隔システム

の一層の最適化とその実運用に向けて、技術、運用の両面から引き続き取り組んで

まいります。 
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図 1：システム概要図 

 

図 2：遠隔運転トーイングトラクター 

 

 

図 3：遠隔センター（遠隔運転操縦装置） 
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※1 トーイングトラクター：空港制限区域内において、空港貨物や乗客の手荷物の運送用コンテ
ナを牽引する車両 

 
※2 映像伝送装置 Smart-telecaster Zao シリーズ：複数のモバイル回線を利用し高品質かつ安

定した映像を通信するソリトン製伝送装置のシリーズ。独自の H.265 エンコーダと伝送プロト
コル"RASCOW2"を搭載し超短遅延伝送を可能とする。 
【製品ページ】https://www.soliton.co.jp/zao-x/ 

 
※3 遠隔型自動運転の公道実証実験 :「ソリトン、遠隔運転システムを実用化、一般道での自動

運転プロジェクトを開始 (2020 年 11 月 24 日)」
https://www.soliton.co.jp/news/2020/004259.html 
【技術紹介ページ】 https://www.soliton.co.jp/lp/rp/ 

 

 
 
【遠隔運転操縦システムに関する問合せ先】  
株式会社ソリトンシステムズ 遠隔運転タスクフォース 
remote-proj@list.soliton.co.jp 

 
【このリリースに関するマスコミからの問合せ先】 
株式会社ソリトンシステムズ 広報 
Tel: 03-5360-3814 press@soliton.co.jp 
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